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資料編〔用語解説〕 

【アルファベット】 

ＤＭＡＴ Disaster Medical Assistance Teamを略してDMAT（ディーマット）。災害

急性期(48時間以内)に活動できる機動性を持った、専門的な研修・訓練を

受けた災害派遣医療チームのこと。 

ＥＭＩＳ Emergency Medical Information Systemの略。広域災害救急医療情報シス

テム。災害時に都道府県を越えて災害医療に関する情報を共有し、被災地

域での医療・救護に必要な各種の情報を集約・提供するシステム。厚生労

働省が運営する。 

ＩＣＴ Information and Communication Technologyの略。情報通信技術。 

ＭＣＡ無線 multi-channel access radio system。MCA（マルチチャンネルアクセス）

方式による業務用無線通信システム。地方公共団体や企業などで、日常業

務や緊急・災害時の通信に利用される。第三者無線。  

ＭＤＣ Major Diagnostic Categoryの略。WHOが制定しているICD-10分類（国際疾

病分類第10版（2003年改訂））に基づく18の主要診断群。疾患分野ごと（例

えばMDC01：神経系疾患、MDC02：眼科系疾患、MDC03：耳鼻咽喉科系疾患

など）に大別される。 

ＮＤＢ（ナショ

ナルデータベー

ス） 

National Databaseの略。平成20(2008)年４月から施行されている「高齢

者の医療の確保に関する法律」に基づき、医療費適正化計画の作成、実施

及び評価のための調査や分析などに用いるデータベースとして、レセプト

情報及び特定健診・特定保健指導情報を格納・構築しているもの。 

ＮＩＣＵ Neonatal Intensive Care Unitの略。新生児特定集中治療室。低体重児や

先天性のハイリスク疾患がある新生児に対応するための設備と医療ス

タッフを備えたICU（集中治療室）。 

ＯＧＣＳ Obstetric & Gynecologic Cooperative Systemの略。産婦人科診療相互援

助システム。重症妊産婦に対する緊急医療体制をいう。昭和62年に大阪産

婦人科医会内に組織され、平成29(2017)年10月１日現在では34医療機関が

参加している。 

ＰＴＳＤ Post Traumatic Stress Disorderの略。心的外傷後ストレス障害。とても

怖い思いをした記憶がこころの傷となり、そのことが何度も思い出され

て、恐怖を感じ続ける病気。震災などの自然災害、火事、事故、暴力や犯

罪被害などが原因になるといわれている。 

ＳＳ－ＭＩＸ Standardized Structured Medical Information eXchangeの略。厚生労働

省電子的診療情報交換推進事業。記録された医療情報の電子化・標準化に

向けた啓発活動の一環として、具体化したパッケージウェアの普及を行う

ものであり、「パッケージウェアの開発」「ドキュメントの整備」「各ベン

ダによる同一の規格を実装したシステムの開発と普及」を行う事業。 

ｔ－ＰＡ Tissue Plasminogen Activatorの略。生体内に存在する組織プラスミノー

ゲン活性化因子のことであり、血栓の溶解作用を有する。アルテプラーゼ

はこの因子を製剤化したものであり、脳梗塞において発症早期の治療等に

用いられる。 
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【あ】 

一次救急・二次

救急・三次救急 

一次救急：主に入院が不要な軽症患者（帰宅可能患者）に対する救急医療 

二次救急：入院治療を必要とする中等症・重症救急患者に対する救急医療 

三次救急：二次救急医療機関では対応できない重篤な救急患者に対する総

合的・高度救急医療 

一過性脳虚血発

作（TIA） 

脳の一時的な循環障害によるさまざまな症状。片麻痺・手足のしびれ・失

語・視力障害などがみられるが、数分間から24時間以内には消える。脳梗

塞の前兆とされる。TIAはTransient Ischemic Attackの略。 

ウォークイン 他院からの紹介患者や直接歩いて救急受診された直接来院患者のこと。 

嚥下障害 病気や老化などにより、飲食物をうまく飲み込めなくなったり、誤って気

管に入った物を吐き出せなくなったりする障害。  

大阪府医療機関

情報システム 

大阪府内にある病院、診療所、歯科診療所、助産所に関する情報を診療科

目や住所、医療機能などから検索することができる大阪府が提供する医療

機関情報システム。 

大阪府救急搬送

支 援 ・ 情 報 収

集・集計分析シ

ステム（ORION) 

消防法に定められている「搬送と受入の実施基準」の検証において、ICT

（情報通信技術）を活用し負担なくデータを収集できるように構築したシ

ステム。（大阪府ホームページより） 

【か】 

開放型病院共同

指導料 

診察に基づき紹介された患者が、別に厚生労働大臣が定める開放利用に係

る施設基準に適合しているものとして地方厚生局長等に届け出た保険医

療機関に入院中である場合において、当該開放型病院に赴いて、当該患者

に対して療養上必要な指導を共同して行った場合に、患者１人１日につき

１回算定する。 

ガバナンス 統治。日本では、コーポレートガバナンス（企業統治）の意味で使われる。 

冠動脈バイパス

術 

冠動脈が詰まって血液が流れなくなっている場合に、からだの他の部分の

血管を使って詰まった箇所を迂回（バイパス）する路をつくり、血液の流

れを回復させる手術。からだの他の部分の血管としては内胸動脈や下肢の

静脈などが用いられる。ACバイパス手術、CABG手術などともいわれる。 

基準病床数 病院及び診療所の病床の適正配置・過剰な病床数を抑制することを目的

に、医療圏ごとの病床整備の基準として、医療法に基づき、病床の種類ご

とに定めるもの。 

既存病床数 都道府県が使用許可した病床数（許可病床数）から、利用者が限定される

職域病院（宮内庁や防衛相等の所管する病院）等の病床等、特定の者が利

用する病床を除いた病床数をいう。 

機能強化型訪問

看護管理療養費 

①主治医との連携強化、②休日のない計画的な管理、③褥瘡対策の充実な

どを行い訪問看護管理療養費を加算している施設が、更に①常勤看護職員

数、②重症患者利用数、③24時間対応体制加算、④居宅介護支援事業所が

同一敷地内になるなどの条件を満たしたもの。 
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救 急 安 心 セ ン

ター 

住民が急な病気やけがをしたときに、救急車を呼んだほうがいいのか、今

すぐ病院に行ったほうがいいのかなど迷った際の相談窓口として、専門家

から電話でアドバイスを受けることができる共通の短縮ダイヤル（#7119）

で行う電話相談窓口。（総務省消防庁資料より） 

救急受診アプリ

『Ｑ助』 

住民の緊急度判定を支援し、利用できる医療機関情報や受診手段情報を提

供することを目的としたアプリ。（総務省消防庁資料より） 

救急受診ガイド 病院に行った方がいいのか、行くならば、救急車を呼んだ方がいいか、自

分で病院やクリニックを受診した方がいいか、どれくらい急いで受診した

方がいいかなど、急な病気やけがをしたときの受診判断を支援するガイド

ブック。（総務省消防庁資料より） 

急性心筋梗塞 心臓に栄養を送る血管（冠状動脈）が突然つまることによって心臓の筋肉

に血液が流れなくなる疾患。 

急性大動脈解離 外膜・中膜・内膜の３層になっている大動脈の中膜が何らかの原因で突然

裂けて、もともとは大動脈の壁であった部分に血液が流れ込むことで大動

脈内に二つの通り道ができる状態（疾患）。 

狭心症 冠状動脈の血管壁にコレステロールがたまり（動脈硬化）、血流が不十分

になるほど狭くなると、一時的に心筋の働きに見合う十分な血液を供給す

ることができなくなり、”胸痛か胸の圧迫感を感じる状態のこと。 

クリーンバイオ

ルーム 

主にバイオテクノロジーの分野で使用されるクリーンルーム。空気中に浮

遊する微生物や胞子の数や量を少なくするように管理した部屋。無菌室。  

経皮的冠動脈ス

テント留置術 

動脈硬化等により冠状動脈内の組織形態が変形し、その一部が狭くなって

いる病変に対してカテーテルを用いてステント（主に金属製の網状の

チューブ）を留置する治療法。 

経皮的冠動脈形

成術（ＰＴＣＡ） 

冠動脈形成術。バルーンカテーテルを冠動脈狭窄部まで、挿入し、バルー

ンをふくらませて狭窄部位を押し広げ、拡張する治療法。PTCAとは

Percutaneous Transluminal Catheter Angioplastyの略。 

経皮的頸動脈ス

テント留置術 

頸動脈の狭窄に対し行われるカテーテル治療で、ステントと呼ばれる金属

製の網状の器具を用いて狭くなっている血管を広げる手術。 

血栓溶解療法 脳にある血管が詰まって起こる脳梗塞を、血栓を溶かし再び血液が流れる

ようにする薬を用いて治療する方法。 

言語聴覚士 患者の言語機能や摂食・嚥下機能に関する課題を対象とし、機能評価やリ

ハビリテーションなどを行うスペシャリスト。言語聴覚士法に位置付けら

れ、厚生労働大臣の免許を受けて、音声機能、言語機能又は聴覚に障害の

ある者についてその機能の維持向上を図るため、言語訓練その他の訓練、

これに必要な検査及び助言、指導その他の援助を行うことを業とする者。 

高次脳機能障害 交通事故や転倒などにより脳の一部が損傷を受けることで、記憶・意思・

感情など高度な脳の機能に障害が表れること。 

後天性免疫不全

症候 

レ ト ロ ウ イ ル ス の 一 種 で あ る ヒ ト 免 疫 不 全 ウ イ ル ス (human 

immunodeficiency virus;ＨＩＶ)の感染によって免疫不全が生じ、日和見

感染症や悪性腫瘍が合併した状態。 

高 度 治 療 室

（HCU) 

ICU（集中治療室）と一般病棟の中間に位置する病棟で、ICUよりもやや重

篤度の低い患者を受け入れる治療施設。手術直後の患者などを一時的に収

容する。HCUはHigh Care Unitの略。 
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広範囲熱傷 熱傷（やけど）を受けることによって全身を流れている血液の中の血漿と

いう成分が減少し、血圧が下がり、直ちに点滴注射で多くの水分を投与し

なければならないような熱傷をいう。一般的には熱傷した広さが、その人

の体の全表面積（熱傷体表面積）の15～20％以上のもの。 

広汎性発達障害 自閉症、アスペルガー症候群のほか、レット障害、小児期崩壊性障害、特

定不能の広汎性発達障害をふくむ総称。 

（PDD：pervasive developmental disorders） 

高齢化率 65歳以上人口が総人口に占める割合。 

誤嚥性肺炎 本来気管に入ってはいけない物が気管に入り（誤嚥）、そのために生じた

肺炎。 

国際疾病分類 世界保健機関憲章に基づき、世界保健機関（WHO）によって作成された疾

病及び関連保健問題の国際統計分類。異なる国や地域から、異なる時点で

集計された死亡や疾病のデータの体系的な記録、分析、解釈及び比較に用

いる。最新版は、1990年の第４３回世界保健総会において採択された第10

版のICD-10(1990)を一部改正したICD-10(2003)。現在、日本では、

ICD-10(2003)に準拠した「疾病、傷害及び死因分類」が統計法に基づく統

計調査に用いられている。 

【さ】 

災害医療協力病

院 

大阪府においてはすべての二次救急告示医療機関が指定されており、災害

拠点病院や市町村災害医療センター等と協力し、中等症患者を中心に災害

時に率先して受入れるとともに、災害拠点病院に収容された重度・重篤患

者が安定化し、災害拠点病院からの要請がある場合は、率先して当該患者

の受入れを行う役割を担う。 

災 害 医 療 コ ー

ディネーター 

災害時に、都道府県又は保健所が保健医療活動の総合調整を適正かつ円滑

に行えるよう支援する者であり、被災地の医療ニーズの把握、保険医療活

動チームの派遣調整等を行うことを目的として都道府県により任命され

た者。 

災害拠点病院 「災害発生時における初期救急医療体制の充実強化について」（平成８年

５月10日健政発第451号厚生省健康政策局長通知）に基づき都道府県が指

定する病院であり、多発外傷や挫滅症候群、広範囲熱傷等、災害時に多発

する重症・重篤患者の救命医療を実施する病院。DMATを保有し、災害発生

時に災害医療を行う医療機関を支援する。 

在宅患者訪問薬

剤管理指導料 

地方厚生局長等届け出た保険薬局において、在宅で療養を行っている患者

であって通院が困難なものに対して、医師の指示に基づき、保険薬剤師が

薬学的管理指導計画を策定し、患家を訪問して、薬学的管理及び指導を

行った場合に、単一建物診療患者の人数に従い、患者一人につき月４回限

り算定する。 

在宅患者調剤加

算 

地方厚生局長等に届け出た保険薬局において、在宅患者訪問薬剤管理指導

料を算定している患者その他厚生労働大臣が定める患者に対する調剤を

行った場合に、在宅患者調剤加算として、処方箋受付１回につき15点を所

定点数に加算する。 
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作業療法士 医師の指示の下で体や精神に障害のある方に、おもにその応用的な動作能

力又は社会的な適応能力の回復を支援する専門職。英語では

Occupational-Therapistというため、頭文字からOTとも呼ばれている。理

学療法士及び作業療法士法に位置付けられ、厚生労働大臣の免許を受け

て、作業療法士の名称を用いて、医師の指示の下に、「作業療法」を行う

ことを業とする者。 

挫滅症候群 身体の一部、特に四肢が瓦礫等により圧迫されると筋肉等が損傷を受け、

壊死した筋細胞からカリウム等が漏出する。その後、圧迫が解除されると、

血液中にそれらが大量に流れ込むことにより、不整脈や急性腎不全等を来

し致死的になる疾患。 

市町村災害医療

センター 

市町村の医療救護活動の拠点（市町村地域防災計画で位置付ける医療機

関）として、災害時に主に入院を要する中等症患者の搬送受入・治療と転

搬送を行う役割を担っている。 

周産期母子医療

センター 

周産期母子医療センターには総合と地域がある。総合周産期母子医療セン

ターは、相当規模のＭＦＩＣＵを含む産科病棟及びＮＩＣＵを含む新生児

病棟を備え、常時の母体及び新生児搬送受入体制を有し、合併症妊娠（重

症妊娠高血圧症候群、切迫早産等）、胎児・新生児異常（超低出生体重児、

先天異常児等）等母体又は児におけるリスクの高い妊娠に対する医療、高

度な新生児医療等の周産期医療を行うことができるとともに、必要に応じ

て当該施設の関係診療科又は他の施設と連携し、産科合併症以外の合併症

（脳血管障害、心疾患、敗血症、外傷等）を有する母体に対応する医療機

関。 

地域周産期母子医療センターは、産科・小児科（ＮＩＣＵを含む新生児医

療病棟を含む）を備え、周産期にかかる比較的高度な医療行為を行う医療

機関。 

小児救急でんわ

相談 

保護者が、休日・夜間のこどもの症状にどのように対処したら良いのか、

病院を受診したほうがよいのかなど判断に迷った時に、小児科医師・看護

師に電話で相談できるもの。全国同一の短縮番号#8000をプッシュするこ

とにより、居住の都道府県の相談窓口に自動転送される。 

傷病程度 救急搬送患者の初診時における傷病程度は次により区分される。 

（1）死亡：初診時において死亡が確認されたもの 

（2）重症（長期入院）：傷病程度が3週間以上の入院加療を必要とするもの 

（3）中等症（入院診療）：傷病程度が重症又は軽症以外のもの 

（4）軽症（外来診療）：傷病程度が入院加療を必要としないもの 

（5）その他 

神経変性疾患 脳や脊髄にある神経細胞のなかで、ある特定の神経細胞群（例えば認知機

能に関係する神経細胞や運動機能に関係する細胞）が徐々に障害を受け脱

落してしまう病気。 

新生物 正常な組織細胞は、必要以上に分化分裂を行わないように調節を受けてい

るが、そこからはずれ自立的に増殖を始めるようになった組織。良性のも

のと悪性のものに分けられる。 
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心不全（急性・

慢性） 

心不全とは、心臓のポンプ機能が低下することで、血液の循環がうまくい

かなくなり、さまざまな症状が現れる状態を指す。 

急性心不全：心臓のポンプ機能が急激に低下して、短期間に症状が現れ悪

化する 

慢性心不全：心臓のポンプ機能の低下が長期間続き症状が現れる 

診療報酬請求明

細書 

病院や診療所が医療費の保険負担分の支払いを公的機関に請求するため

に発行する。レセプト。 

世界最先端ＩＴ

国家創造宣言 

我が国の国民一人ひとりがITの恩恵を実感できる世界最高水準のIT国家

となるために必要となる政府の取組等を取りまとめたもの。なお、「世界

最先端IT国家創造宣言・官民データ活用推進基本計画」（平成29(2017)年5

月30日閣議決定）に伴い、「世界最先端IT国家創造宣言」は廃止された。 

脊柱障害 種々の原因による脊髄病変のために、障害部位に応じた特有の症状（脱力

や麻痺、感覚障害、排尿排便障害など）が出現するもの。 

せん妄 軽度の意識障害に、幻覚や被害妄想、興奮、徘徊などの精神症状や行動障

害を伴う病態。通常、感染や脱水、電解質異常、脳血管障害など何らかの

身体要因あるいは薬物、アルコールなどによって生じる。  

増悪 病状などがさらに悪化すること。 

創傷 一般的に「創」とは開放性損傷を意味し、「傷」とは非開放性損傷を意味

するが広義には全ての損傷を意味する。創傷には様々な種類があるが、皮

膚損傷の有無に基づく開放性損傷および非開放性損傷、あるいは、創傷の

形態に基づく切創、割創、刺創、挫創、裂創、杙創、剥皮創などの分類が

よく用いられる。 

【た】 

多発外傷 身体を、頭部・頚部・胸部・腹部・骨盤・四肢などと区分した場合に、複

数の身体区分に重度の損傷が及んだ状態をいう。 

地域医療連携室 「自院と他院・他施設をつなぐ部署」であり、患者がスムーズに医療機関

へ受診・入院したり、また医療機関から退院・転院したりできるように医

療機関や介護施設をはじめ、行政や福祉に関わる多くの施設をつなぐ役割

を担っている。 

特定機能病院 医療施設機能の体系化の一環として、高度の医療の提供、高度の医療技術

の開発及び高度の医療に関する研修を実施する能力等を備えた病院につ

いて、厚生労働大臣が個別に承認する病院。 

【な】 

脳動脈瘤コイル

塞栓術 

太ももの動脈から管（カテーテル）を挿入し、脳動脈瘤の中にプラチナ性

のコイルを詰め、中に血流が入らなくする治療。 

【は】 

廃用症候群 特定の器官を長期間、動かさないでいることによって生じる障害。他の疾

病の治療のための安静状態や、高齢で動けなくなるなどが原因。筋萎縮・

筋力低下などの運動機能障害や臓器の障害、床擦れなど。生活不活発病。  
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ハイリスク妊娠

管理加算 

地方厚生局長等に届け出た保険医療機関が、別に厚生労働大臣が定める患

者について、入院中にハイリスク妊娠管理を行った場合に、１入院に限り

20日を限度として所定点数に加算する。 

ハイリスク分娩

管理加算 

地方厚生局長等に届け出た保険医療機関が、別に厚生労働大臣が定める患

者について、分娩を伴う入院中にハイリスク分娩管理を行った場合に、１

入院に限り８日を限度として所定点数に加算する。 

病床稼働率 実際に入院している患者数を全ての病床数で除して算出するものであり、

どの程度病院の病床が埋まっているかを示すもの。 

病床数の必要量 現在の医療需要と将来の推計人口から、将来の医療需要を推計し、将来の

病床の必要量を全国統一の算定式により算定。 

フェーズ 段階。局面。 

平均在院日数 病院全体で患者が何日間入院しているかを示す指標。 

平均在院日数＝延入院患者数÷（（新規入院患者数+退院患者数）÷2） 

ポピュレーショ

ンアプローチ 

健康障害を引き起こす危険因子を持つ集団全体に対して働きかける方法

や環境整備。 

【ま】 

マルチスライス

ＣＴ 

複数の検出器を備えたコンピューター断層撮影装置で、１回の走査で複数

の断層画像が撮影できる。この撮影で得られた高分解能なデータを利用し

て、血管や骨、臓器などの立体画像（3D）や様々な方向の断層像を作成し

て診断や治療に役立てることができる。 

慢性閉塞性肺疾

患 

慢性閉塞性肺疾患（COPD：chronic obstructive pulmonary disease）と

は、従来、慢性気管支炎や肺気腫と呼ばれてきた病気の総称。タバコ煙を

主とする有害物質を長期に吸入曝露することで生じた肺の炎症性疾患で

あり、喫煙習慣を背景に中高年に発症する生活習慣病といえる。 

ミニマムデータ 医療・福祉事務や記憶装置の機密保護などの分野において活用されるキー

ワード。 

メタボリックド

ミノ 

内臓脂肪による肥満から起こるメタボリックシンドローム、そして糖尿

病、動脈硬化、慢性腎臓病、心筋梗塞、脳卒中へドミノ倒しのように次々

と病気が襲ってくることから、この一連の流れを、メタボリックドミノと

いう。 

【や】 

抑うつ 「気分が落ち込んで何にもする気になれない」、「憂鬱な気分」などの心の

状態が強くなり、様々な精神症状や身体症状がみられること。 

【ら】 

理学療法士 Physical Therapist（PT）とも呼ばれる。ケガや病気などで身体に障害の

ある人や障害の発生が予測される人に対して、基本動作能力（座る、立つ、

歩くなど）の回復や維持、および障害の悪化の予防を目的に、運動療法や

物理療法（温熱、電気等の物理的手段を治療目的に利用するもの）などを

用いて、自立した日常生活が送れるよう支援する医学的リハビリテーショ

ンの専門職。 
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臨床工学技士 臨床工学技士はメディカルスタッフの一職種であり、生命を支える重要な

医療機器を操作する医療と工学の知識を併せ持つスペシャリスト。 

レスパイト レスパイトは「一時休止」「休憩」を指す言葉。介護者が休養するためや

在宅療養を支えるための入院。 

レ セ プ ト コ ン

ピュータ 

病院や診療所などで、診療報酬請求明細書（レセプト）を作成するための

コンピュータ。診療・治療の内容や処方を入力すると、診療報酬などが計

算できる。レセコン。 
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